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3Tier構成の仮想化基盤の運用・保守が抱える課題を一掃し、
グループ企業のDXを支えるIT基盤としてHCIを選択

ベニックソリューション株式会社 様 導入事例

業種 : ITサービス

ベニックソリューション様は、川崎重工業グループのIT基盤・ITサービスを支える企業です。2015年
には仮想化基盤「K-Hosting2」を構築し、グループ各社に提供してきました。ただし、3Tier構成
が持つ運用保守の煩雑さが問題となり、機器更改のタイミングで次世代仮想化基盤として富士通のHCI
「FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX for Nutanix Enterprise Cloud」（以下、
PRIMEFLEX for Nutanix）への刷新を行いました。

ソリューション 垂直統合型 仮想化基盤（ハイパーコンバージドインフラストラクチャー：HCI）
FUJITSU Integrated System PRIMEFLEX for Nutanix Enterprise Cloud

導入の背景

川崎重工業グループを支えるホスティングサービスが
抱えていた運用・保守の課題
　ベニックソリューション様は、2001年、川崎重工業の IT部門
が独立して設立されました。その役割は、川崎重工業グループ各
社に IT基盤・ITサービスを提供することです。インターネットや
メール、グループウェア、会計や人事などの共通システムはもち
ろん、最近ではデジタル・トランスフォーメーション（DX）の取り
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3Tier構成による運用・保守の煩雑さとコスト増大
機器ごとに異なるライフサイクルの管理

異なる機器・ソフトウェアの混在により時間がかかる
人材教育

HCIに変更することによる運用・保守の手間とコストを
削減
HCIに機器を集約することでシンプルになったライフ
サイクル管理
運用作業メンバーが習熟するまでの時間短縮

組みを支えるため、グループ会社のAIや IoTなどを活用したシ
ステムの開発支援にも力を入れています。
　同社の基盤サービス設計部は、中でも最も基本となるインフラ
基盤を提供する部門です。2009年からWindows Server の
Hyper-Vをベースとする仮想化基盤「K-Hosting」を構築して
提供を開始。2015 年には VMware のシステムで構築された
「K-Hosting2」へと進化させて、グループ各社の ITシステムを
支えてきましたが、3Tier構成の環境にはいくつかの課題もあっ
たと、デジタル基盤本部 基盤サービス設計部 クラウドサービス
設計グループの浦部 峻紀 氏は次のように説明します。
　「ハードウェア面ではサーバ、ネットワーク、ストレージといった
機器が、ソフトウェア面では仮想環境の管理、ストレージの管理、
バックアップのツールがそれぞれ分かれていたため、全体の運
用・保守が非常に煩雑になっていました」（浦部氏）
　たとえば、特定の機器やソフトウェアだけをバージョンアップ
すると、バックアップツールが新しいバージョンに対応していな
いためバックアップがとれないといった問題も発生していたとい
います。
　また、浦部氏は「機器やソフトウェアがバラバラのため、運用を
担当するエンジニアが熟練者になるまでにも長い時間を要して
いました」と、人材教育面での課題も指摘します。

左より ベニックソリューション株式会社 デジタル基盤本部 基盤サー
ビス設計部 クラウドサービス設計グループ グループ長 梶木 俊孝 氏、
浦部 峻紀 氏、（兼）ワークプレース設計グループ 主事 福田 慎 氏 
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導入のメリットと今後の展開導入のポイント

「K-Hosting2」を支えた実績とサポート力、
国産メーカーとしての信頼と故障率の低さを高く評価

年間運用工数の約半分が削減できると試算

導入のプロセス

導入・構築は非常にスムーズ、仮想マシンの移行ツール
「Nutanix Move」にも期待

　「K-Hosting2」の運用が始まって約 6年が経過し、ハードウェ
ア更改のタイミングとなったことで、同社は新しいインフラの検
討を開始。その中で注目したのが、ハイパーコンバージドインフラ
ストラクチャー（HCI）でした。
　デジタル基盤本部 基盤サービス設計部 クラウドサービス設計
グループ （兼）ワークプレース設計グループ 主事 福田 慎 氏は、
「サーバ、ストレージ、スイッチを 1つの機器に集約することで運
用・保守がシンプルになり、運用メンバーが熟練者になる期間も
短縮できると考えました」と説明します。
　数あるHCIソリューションの中から、実機を用意してさまざま
な項目でテストを繰り返し、最終的に選択されたのが富士通の
PRIMEFLEX for Nutanixでした。
　同社が PRIMEFLEXを選択した理由は、他にもありました。じ
つは、2015年に実施した「K-Hosting」から「K-Hosting2」へ
の仮想化基盤の移行では、富士通が全面的な支援を行いました。
　「K-Hosting2ではすべての機器が富士通製品で統一されてい
ますが、これまでサーバに障害が発生した記憶はありません。その
信頼感があったことで、Nutanixという新しいソリュ―ションも安
心して導入できました」（福田氏）
　川崎重工業グループは鉄道や航空・宇宙、エネルギーなどの事
業も展開しています。それを支える IT インフラは " 信頼できる国
産メーカーの製品 " であることは重要な条件です。PRIMEFLEX
が、その条件を満たしていたのは、いうまでもありません。

　まだ仮想マシンの移行が完了していないため、PRIMEFLEX
の成果が出るのはこれからです。ただし浦部氏は、年間の運用工
数をほぼ半減できそうだと次のように説明します。
　「管理対象の機器が 1つに集約されたことで、ライフサイクル
管理が容易になり、考慮すべき周辺機器の種類も減ります。さら
に、運用作業メンバーが習熟するまでの期間も短縮できます。こ
れらを総合すると、年間の運用工数の削減率は約 50％になると
試算しています」（浦部氏）
　PRIMEFLEX によって刷新された新しい仮想化基盤の役割
について、デジタル基盤本部 基盤サービス設計部 クラウドサー
ビス設計グループ グループ長 梶木 俊孝 氏は次のように説明し
ます。
　「グループ企業の DX の取り組みでは、クラウド活用のニーズ
も高まっています。ただし、すべてがクラウドになるわけではあり
ません。高度な情報セキュリティが必要な事業も展開している以
上、必ずオンプレミスのシステムは必要です。その意味でも、
PRIMEFLEX によるオンプレミス環境の強化は非常に重要であ
り、今後はクラウドとオンプレミスの両方を柔軟に活用できる環
境を整備したいと考えています」（梶木氏）

　製品検討は2019年からスタートし、2020年に実機を使った検
証をへて 3 台の PRIMEFLEX の導入が決定しました。正式に稼
働を開始したのは 2022年 4月からです。浦部氏は「半導体不足
や世界情勢の変化による若干の遅れはありましたが、富士通の支
援もあって導入・構築は非常にスムーズでした」と振り返ります。
　なお、旧環境で稼働している仮想マシンの移行はこれからで
すが、その際、活躍が期待されているのが「Nutanix Move」で
す。これは、仮想マシンを 1クリックで Nutanix 環境に移行で
きる移行ツールです。浦部氏は「現在、Nutanix Moveを使っ
て移行の検証を行っていますが、非常に優秀かつ高速なので、
工数もそれほどかからないと思います」と述べます。

導入事例 ベニックソリューション株式会社様

● 本事例中に記載の肩書きや数値、固有名詞等は取材日現在のものです。


